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ＮＯ． 分類 意見要旨 意見（原文） 本市の考え方・対応

1 管理・運営 利用ルール

　ヘルストピア延岡前の空き地に設置することは妙田公園の活性化に大いに繋がると思います。妙田公園は限られたスポーツしか活用されておらず、アスリート
タウン延岡としては如何なものかと思います。
　検討案のスケートコートとバスケットコートは宮崎県内でも大きな反響と延岡市の宣伝効果が高いと思います。利用者は広範囲から考えられ、集客によるヘル
ストピアの活性化も可能になるような気がします。
　しかし、利用料金が無料で且つ管理者がいないということが気になります。利用者を予約制にしたり、使用時間を決める等の利用規約は必要かと思います。
　このスポーツパーク整備を皮切りに、妙田公園の活性化(駐車場の活用)や西階公園の活性化になればと思います。

　スポーツパークを整備することにより、妙田周辺は、サッカーやラグビー、野球、サーフィンなどに加えて、アーバンスポーツまで多様なスポーツを楽しむこ
とのできるエリアとなることや、延岡総合文化センターやヘルストピア延岡などの周辺公共施設と一体となって新たな賑わいの創出・活性化に繋げることで、交
流人口の増加を図っていく考えです。

　また、実施設計（案）の策定にあたっては、有識者や関係団体、学生、公募委員などで構成される「延岡市スポーツパーク整備検討委員会」で検討を重ね、地
域の方々にもご意見をいただいており、その結果として、誰でもいつでも気軽に楽しめる公園として位置付け、管理については周辺の公共施設管理者や市内の愛
好団体などに協力を依頼する方向で今後協議を行うこととしています。

　このようなことから、利用料金は無料としたうえで、管理者は施設に常駐しない方針としていますが、利用規約についても、施設の適切な維持管理や利用者の
安全確保の観点から、関係団体や地域の方々のご意見、類似施設の状況などを参考としながら、引き続き検討を行っていきたいと考えています。

2 管理・運営 管理面での懸念
　「スケートボード」、「３on３バスケットボール」、「ＢＭＸ」の施設の件についての意見です。
　個人的には反対はしません。使用する立場としては健康に良いと思いますし・・・。ただ、やはり気がかりなのは、周辺住民との関係、安全面、維持費です。
維持費が安いと思ったのですが、本当でしょうか。椅子がもっと欲しいという意見が出てきそう。専門家ではないので、詳しい事がわかりませんが。

　スポーツパークの整備については、令和４年度に設置した有識者、関係団体、学生、公募委員などで構成される「延岡市スポーツパーク整備検討委員会」で検
討を重ねるとともに、地元の方々にもこれまで複数回説明しご意見をいただいた上で、令和４年12 月に「基本方針」を公表し、パブリックコメントにより市民
の皆様のご意見をいただき、その後も検討を重ねた上で、このたびの「実施設計（案）」を策定しています。

　このような過程を経て、地元の方々の生活への影響を最小限とするため、地元の方々のご意見を踏まえ、住宅に近い施設の一部に防音壁を設けるほか、利用マ
ナーの順守にも繋がるようフェンスや監視カメラの設置も行うこととしていますが、今後とも必要に応じて丁寧に説明を行いながら、地元の方々に十分に配慮し
た施設整備と維持管理に努めてまいります。

　また、利用者の安全確保については、ヘルメットやプロテクターの着用などといった安全対策上のルールも含めて、利用規約を定めることとしています。

　次に、維持管理費については、類似施設の管理実績や現在検討している管理方法に基づいて試算していますが、引き続き、省エネルギー対策やメンテナンス費
用の抑制に努め、コスト削減に配慮した施設整備等を行ってまいります。

　最後に、休憩場所の確保については、駐輪場に併設して新たに休憩所を設置することに加え、フェンス内側の基礎部分をベンチとして利用できる設計としてお
り、限られたスペースを最大限活用するよう工夫を行ったところです。

3 管理・運営 利用時間

　延岡市では今回計画されているような施設が今までなかったため、若者がアーバンスポーツを自由に楽しめる新しい場として良い計画だと思いました。
　ただ施設の利用時間が夜21：00までの予定と記入されていましたが、夏場は20：00まで、冬場は19：00まで等、季節によって利用時間の調整をしても良
いのではないかと思いました。（中高生等の学生さんは施設まで自転車で行き来する方が多いと思うので、帰りの交通上の安全面も踏まえてそう感じました。）
　ご検討よろしくお願い致します。

　スポーツパークは、誰もがいつでも気軽に利用でき、自由に楽しめる施設を目指していることから、照明設備を整備し夜間にも利用していただけるようにした
うえで、平日は仕事や学校帰りの社会人や学生の方々などが利用し、休日には親子や市外・県外からの利用者なども想定しているところです。

　ご意見をいただいた利用時間については、児童・生徒や学生などの安全に配慮するとともに、青少年の健全育成の観点からも、教育機関など関係者のご意見も
踏まえたうえで、検討を行ってまいります。

4 管理・運営 利用料金

　私はおよそ５年前にスケートボードを始めましたが、当時は延岡市に安心してスケボーをできる場所がありませんでした。そこで、宮崎市のスケボーができる
パークに、月に１回程度、２時間以上かけて通っていました。スケートボードができる宮崎市の祇園スポーツパークは、九州内でも早くから建設された完成した
パークです。
　宮崎市のスケボーパークで、子どもたちの上手さ、また、子どもから若者、中高年まで世代を超えて遊んでいる姿を目の当たりにし、感銘を受けました。
　その当時は残念ながら、延岡市には、スケートボードが上手い子どもたちもいないし、世代を超えて遊んでいる姿も見られませんでした。これは、「能力の
差」ではなく、「環境の差」だと思いました。現に、昨年度は宮崎市出身の１５歳のプロスケーターが誕生しました。九州では１５年ぶりとのことです。私がス
ケートボードを始めたころ、宮崎市で見ていたスケートボードが上手い小学生が、成長しプロになったのです。
　そこで、延岡市にも安心してスケートボードができる場所を造りたいと自費でスケートボードができる場所を作ったり、スポーツ少年団を立ち上げたり、まち
づくり活動支援事業の支援を受けスケートボード教室を開催したりして、延岡市におけるスケートボードが普及するように活動を続けてきました。
　アスリートタウンを称する延岡市にオリンピック種目にもなったスケートボードを練習する場所がないのは、残念なことです。
　現在、市が土々呂の海浜公園にスケートボードの仮練習場を作ってくれました。そこでは、スケートボードが上手な子どもたち、若者が増え、世代を超えて遊
ぶ姿も見られるようになってきました。最近では、練習場が近いことから、土々呂中学校の生徒も１０名近くがスケートボードを始めたようで、毎日のように遊
んでいます。休日ともなると宮崎市や県外在住の方もやってきてスケートボードを楽しんでいます。土々呂地区の地域を散歩する年配の方も、スケートボードを
する姿に驚いたり、見て楽しんだりしてくれています。
　しかしながら、土々呂のスケートボード練習場は、アイテムを有志で設置したり、路面が良くなかったりするという問題もあります。
　よって、市が本格的なスケートボードパーク建設を前向きに検討してくれていることに感謝しております。本格的なパークができたら、必ず、今以上にスケー
トボードの愛好者や交流人口も増えます。
　以上のような理由から、延岡市に誰でも無償で利用できるスケートボードパークを建設してもらいたいです。

　スポーツパークは、誰もがいつでも気軽に楽しめる公園として位置付けるとともに、本市にアーバンスポーツを楽しめる場所が少ないことや路上や危険な場所
で行っている状況がみられるという社会問題の解消を図る観点から、有識者、関係団体、学生、公募委員などで構成される「延岡市スポーツパーク整備検討委員
会」での検討を積み重ね、今回公表した利用料金を無料とする案をとりまとめたところです。

　さまざまな年代の市民の皆様に親しまれ、魅力ある施設とすることにより、周辺公共施設とも一体となって新たな賑わいを創出し、交流人口の増加に繋がるよ
う、引き続き事業推進に努めてまいります。

5 全般 事業効果・財源

　正直高齢の私にこの様な整備が必要なのか否かもわかりませんが未来の展望は何かと言う視点で考えました。

（良）
①競技人口が増加している状況で安心して利用出来る施設となる。
②子供達がそのスポーツを通して地域をこえて交流出来る場となる。
③親同志の交流も生まれ町全体が元気になる。
④町が元気・希望あり魅力ませば移住者が増える可能性も考えられる。出生率増加。
⑤将来オリンピックに出場する選手の可能性。
（否）
⑥自然減少、出生率の低下を考える時、どれほどの利用者がいるのだろう。利用者数は期待できるのであろうか。
⑦工事費は国からの財政支援があるとしても高齢化が加速進行中で財源は大丈夫なのか。

　一生懸命考えましたが、高齢の私にはこれくらいしか思い浮かびません。

　目の前にある負ばかりでなく元気な延岡の町づくり明るい展望の一歩となります様に願っています。

①スケートボードや３on３バスケットボールといったアーバンスポーツについては、東京2020オリンピックの正式種目となったこともあり、全国的に競技人口
が増加しています。
一方で市内には、これらを安全に行える場所が少ないこともあり、路上や危険な場所で行っている状況がみられました。
今回の整備は、このような課題に対して、アーバンスポーツをより安心・安全に楽しむことのできる場所を確保することも目的の一つとしています。

②③スポーツパークを整備することにより、周辺公共施設と一体となって新たな賑わいを創出し、子どもたちやその保護者の交流のほか、仲間作りの場となるこ
とが期待され、ひいては交流人口の増加や地域の活性化へと繋がるよう努めてまいります。

④スポーツパークがさまざまな年代の市民の皆様に親しまれ、また市外や県外からも利用者が来られるような魅力的な施設となることで、本市が取り組んでいる
他の多くの施策とも相まって、移住の選択肢の一つとなることを期待しています。

⑤スケートコートは、初心者や子どもから中級者などまで幅広く楽しめるように工夫しており、３on３バスケットコートについても、小学生以下の子どもも利
用しやすい設計とするなど、技術の段階に応じて利用することができる施設としていますので、本市からオリンピックで活躍する選手が輩出されるといったこと
も期待しています。

⑥オリンピックによる機運の高まりもあり、全国的にアーバンスポーツを楽しむ方々は増加していると認識しています。
本市においてもアーバンスポーツを楽しむ光景は増えてきており、宮崎市の類似施設における令和４年度の年間利用者数が約9,500人であることからも、本市の
スポーツパークについても、市内をはじめ市外・県外から多くの方々に利用していただけるものと考えています。

⑦概算工事費約220,000千円のうち、198,000千円は「地域活性化事業債」の活用を想定しており、その元利償還金の30％は国から財政支援があります。
　また、その他の財源として、「スポーツ振興くじ助成金」を活用して、できる限り多くの支援を得たいと考えています。
　施設の維持管理費についても、省エネルギー対策やメンテナンス費用の抑制に努め、コスト削減に配慮することで、市の財政負担を最大限軽減できるよう努め
てまいります。

「延岡市スポーツパーク整備実施設計（案）」に関する意見募集結果一覧


